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事例６ ＩＤ・パスワードの管理                       配付資料

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分のパスワードを他人に知られると、それを使ってインターネット

やメールを勝
かっ

手
て

に使われてしまいます。他人のパスワードを使って、そ

の人になりすますと、不
ふ

正
せい

アクセスという犯罪
はんざい

になります。 

ＩＤやパスワードの管
かん

理
り

には、十分気を付けましょう。 

僕は、ゲームで使う

パスワードはだれにも

教えないんだ。知られ

たら、勝
かっ

手
て

に使われち

ゃうから。 

ID・パスワードを他人に知られないために 

・ 人には教えない。 

・ 人の目にふれるものには書いておかない。 

・ 不
ふ

特
とく

定
てい

多
た

数
すう

の人が使うコンピュータでは、なるべく ID・パスワ

ードを使わない。 

・ ID・パスワードを盗み取るＷｅｂページに気を付ける。 

ＩＤ・パスワードを人に知られると？ 

まいちゃんのパスワ

ードは、mai0615 なん

だ。 

メールが届
とど

いているから

見るね。私のパスワードは、

mai0615 だから、・・・。 

名前と誕
たん

生
じょう

日
び

でパ

スワードをつくったん

だね。 

友だちだけど、パスワード

知られていいのかな？ 

ポイント 
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                               教師用資料

＜背 景＞ 

近年、公共施設ではインターネットに繋がる共用パソコンを設置しているところが

増えています。また、自宅でオンラインゲームやメールでのやり取りを行うケースも

増えてきています。こうした中、ＩＤやパスワードを盗み取られ、事件事故の被害者

になる事例が増えています。 
 

 

＜事件事故の例＞ 

例１ フィッシング行為で14歳少年を書類送検 

14 歳の少年が、インターネットゲームサイトの会員に対して虚偽のメールを送

り、同サイトのフィッシングサイトにアクセスさせ、ＩＤ・パスワードなどを不

正入手した。さらに、入手したＩＤ・パスワードを使い、ゲームサイトにおいて

不正アクセス行為を繰り返した。 

 

例２ 元インターネットカフェ従業員を不正アクセス行為で逮捕 

被疑者は、インターネットカフェ従業員の立場を利用し、店内のパソコンに「キ

ーロガー」を仕掛け、他人のＩＤ・パスワードを不正に取得した上、それを利用

して、オークションサイトで数十回不正アクセス行為を繰り返した。 

 

 

＜指導上の留意点＞ 

 パスワードの扱いについて 

１． 他人のＩＤやパスワードは知り得たとしても使わない。 

２． 自分のＩＤやパスワードは他人に教えない。 

３． パスワードは定期的に変更する。 

授業でパソコンを使用する際には、パソコンにログインする場面で、ＩＤとパスワ

ードについて継続的に啓発することが大切です。また、情報社会では、ＩＤやパスワ

ードが必要であり、その大切さを理解させていくことが大切です。また、ＩＤやパス

ワードを他人に知られると事件事故に巻き込まれる危険性を理解させましょう。 

 

 

＜解説例＞ 

 
 
 

私たちの生活の場で、パスワードはたくさん使われて

います。例えば、 

 ・銀行や郵便局のキャッシュカード 

 ・クレジットカード 

 ・テレビゲームのプレイヤー認証 

 ・電子メール受信時のユーザ認証 

など、容易に使用場面を思い浮かべることができます。

もし、他人に自分のパスワードが知られ、悪用されたら

大変なことになります。また、他人のパスワードを勝手

に使うと、「不正アクセス行為の禁止などに関する法律」

で罰せられます。 
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